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１．はじめに 

 コンテクストアウェアネスサービスの一形態として、

分散環境におけるコンテクストアウェアネスサービス

（当該ユーザの居る場所及び当該ユーザの関係者が居る

遠隔の場所とが連携して、お互いの状況を自動的に認識

して最適なサービスを提供するといった形態）を想定す

る。本論文では、このサービスにおいて、連携先(当該ユ

ーザの関係者)の候補が複数存在することを前提とする。

このサービスでは、認識されたコンテクストの内容・程

度やユーザのプリファレンスに応じて、連携先及び連携

先に通知する情報を決定することが重要である。 

例えば、独居高齢者の状態に異常が有った場合に、そ

の様子を連携先（遠隔地に居る近親者や医療機関など）

に通報するサービスでは、独居高齢者の場所から連携先

へ独居高齢者の異常状態の通知を行う。このサービスで

は、独居高齢者の状態が、近親者のみに通知すれば良い

軽微な場合と、医療機関に通知する必要がある重症な場

合とが有る。また、独居高齢者が、家族などの近親者に

は詳細な私生活の情報など全ての情報を公開しても差し

支えないが、面識の無い専門医には、その専門医による

治療に必要な情報のみを公開したいといった場合が有る。 

本論文では、分散環境におけるコンテクストアウェア

ネスサービスで、連携先や連携先に通知する情報の抽象

度をユーザ間のリレーションに応じて自動的に決定して、

適切な連携を行うためのフレームワークを提案する。 

 

２．本サービス提供方式の目的  

2.1 連携先の決定 

 分散環境におけるコンテクストアウェアネスサービス

では、連携先で通知を受信することが何らかのアクショ

ン実行のトリガであり、また、連携先のアクション実行

を当該ユーザが期待している場合がある。例えば、１節

の例では、独居高齢者の状態変化のコンテクストを受信

した近親者・医療機関が、当該独居高齢者への連絡や救

助のアクションを実行することが期待されている。また、 

連携先でのアクション実行が期待されていないが、心理

的にユーザ間で情報共有のために通知したい場合も有る。

よって、連携先の決定理由には、連携先でのアクション

実行可能性、及び、連携先と当該ユーザとの心理的距離

(親しさの程度)が考えられる。また、認識されたコンテ

クストの内容や程度に応じて、連携先を変化させたい場

合が有る。 

当該ユーザに対する連携先の続柄、役割、物理的距離

などの一般的で明確な事象により、連携先を決定するこ

とができる。これに加えて、当該ユーザの行動履歴デー

タを用いることにより、ユーザのプリファレンスに応じ 

 

 

 

 

 

て、連携先を決定することができる。後者は、過去に発

生したサービスやその発生頻度、サービス実行に対する

ユーザの評価などを反映することができる。 

2.2 通知情報の抽象度の決定 

 コンテクストアウェアネスは、センシング情報などの

実測データを、ユーザにとって有意な抽象的な意味内容

であるコンテクストに変換することである。例えば、

「現在の体温」や「今日の活動量」などといった実測デ

ータを、抽象的な「今日は風邪気味だ」、更には、より

漠然と「今日の様子はいつもより少し変だ」といったコ

ンテクストに変換することを意味する。これは、図１に

示すように、各葉を実測データとして、根を抽象度が最

高のコンテクストとする木構造で表現できる。本論文で

は、この木構造を「コンテクストの木構造」と定義する。 

この木構造では、各ノードが実測データまたはコンテク

ストであり、連携先に通知する内容である。各枝が実測

データからコンテクストへ、または、コンテクストから

抽象度がより高次のコンテクストへの、コンテクスト算

出ルールである。抽象度が高いコンテクストほどプライ

バシを保護したコンテクストになる。連携先に送信する

データのプライバシ保護の程度を、この木構造のノード

の選択状況に応じて変化させることができる。 
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図１：コンテクストの木構造 

 

３．本サービス提供方式の構成 

本サービス提供方式では、図２に示す通り、コンテク

スト分析層とユーザ連携層の２階層で構成する。前者は

コンテクストアウェアネスで一般的なコンテクスト分析

を行う階層である。各種センサなどから実測データを収

集して分析することにより、コンテクストを認識する。

後者は本サービス提供方式に特有の階層である。コンテ

クスト分析結果に応じて、連携先及び連携先に通知する

情報の決定、及び、連携先への通知を行う。この階層で

は、ユーザプロファイル情報、及びコンテクスト・サー

ビスのメタ情報のデータ操作が重要になる。また、これ

らのデータをユーザの行動履歴に応じて更新することに

より、ユーザのプリファレンスに応じた連携を可能とす

る。これらのデータは相互に独立しており、それぞれの

データの属性名を用いて相互に参照する。また、一部の

データのみを更新することが可能である。 

①ユーザプロファイル情報 

当該ユーザのプロファイル情報、及び、連携先候補の

ユーザのプロファイル情報を対象とする。一般的で明 
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図２：本サービス提供方式の構成 

 

確なプロファイル情報と、行動履歴を利用することに

より取得できるプロファイル情報が有る。 

②コンテクスト情報 

実測データ及びコンテクストの相関関係を 2.2 節で述

べた木構造で管理する。木構造の各ノードが、実測デ

ータまたはコンテクストに相当する。各ノードに、コ

ンテクストの抽象度、対応する親ノード・子ノードを

定義する。 

③サービス情報 

 サービスと、それに付随して、サービスを実行した場 

合に想定されるアクションを対象とする。サービスは

連携先へのシステムによる通知であり、アクションは

連携先のユーザの行動である。各アクションの実行可

能性を、ユーザプロファイル情報と対応させることが

可能な属性を用いて定義する。例えば、アクションの

確実性のために、アクションの属性として、ユーザ間

の心理的距離や物理的距離、連携先のユーザが必要と

する能力・知識などを定義する。 

なお、コンテクスト分析層は、実測データの収集まで、

または、低次のコンテクストまでの分析だけでも良く、

ユーザ連携層でコンテクストの木構造の最上位のコンテ

クストまでの分析を行う。これにより、既存のコンテク

スト分析層への対応が可能になる。 

 

４．連携先及び通知情報の決定  

4.1 決定に使用するデータの算出 

３節のデータ間の相互参照により以下の演算を行う。

なお、これらの相互参照に必要な算出ルールを、それぞ

れ予め定義しておく。 

①当該ユーザのプロファイル情報と連携先候補のユーザ 

のプロファイル情報との相互参照により、当該ユーザ

と連携先候補のユーザとのリレーションを算出する。 

②①で算出したユーザ間のリレーションと、コンテクス

トの抽象度との相互参照により、連携先のユーザごと

にリレーションに応じたプライバシ情報開示条件(連携

先候補のユーザと、コンテクストの木構造の各ノード

の開示可否との相関性)を算出する。 

③ユーザのプロファイル情報や①で算出したユーザ間の 

リレーションと、サービス情報とを相互参照すること

により、連携先候補のユーザごとにアクション実行可

能性を算出する。 

4.2 コンテクストの発火状態からの決定 

コンテクスト分析層から受信した、実測データまたは

低次のコンテクストをもとに、コンテクスト算出ルール

を順次適用することにより、コンテクストの木構造の最

上位までの各ノードの発火状態(通知を許可する状態)を

検出する。発火は当該ノードのスコアが閾値を超えた場

合に発生する。この閾値は連携先候補のユーザごとに異

なる。また、各ノードの 4.1 節で算出したプライバシ開

示条件が可のユーザのみが対象である。よって、コンテ

クストの木構造の各ノードの発火状態が、連携先候補の

ユーザに応じて異なり、これにより連携先を決定する。

また、発火状態のノードの集合が連携先に通知する情報

となる。 

4.3 アクション実行可能性からの決定 

4.2 節の方法と合わせて、さらに、アクション実行可

能性から連携先を限定することができる。 
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図３：連携先及び通知情報の決定で使用するデータ 

 

５．考察 

5.1 瞬時性の高いコンテクストへの対応 

本論文での通知情報の決定は、時間的に変化が小さい

コンテクストの場合は適切である。しかし、瞬時性の高

いコンテクストの場合は、木構造全体での各ノードの発

火状態の算出に必要な処理時間がネックとなり、適切な

コンテクストが適切な時期に判断できない可能性がある。

その対応として、まず、瞬時性が高いコンテクストに関

わる、各ノードの発火条件や各枝のコンテクスト算出ル

ールの、調整を事前に行う。これには、例えば、有意で

瞬時性が高いコンテクストが発生した場合は、他のコン

テクストに依存せず、無条件に木構造の最上位まで発火

させるといった条件を設けることなどがある。また、他

のコンテクストによる発火状態の算出処理よりも、連携

先への通知処理を優先することも有益である。 

5.2 ユーザ連携層の各種データの属性の定義 

本サービス提供方式に適用可能な、ユーザプロファイ

ル、コンテクスト、サービスの各種データを構成する属

性の定義が必要である。これは、本論文の適用先である

具体的なサービスへの依存性が高く、全てを一律に決定

することはできない。サービスに依存しない共通属性と、

共通属性から派生する、個々のサービスに応じた属性と

に分離・階層化することが有益であると考えている。ま

た、人間の心理に依存する部分が多いので、より広範な

心理学・人間工学的なアプローチが必要になる。 

 

６．まとめ 

本論文では、分散環境におけるコンテクストアウェア

ネスサービスにおいて、連携先や連携先に通知する情報

の抽象度をユーザ間のリレーションに応じて自動的に決

定して、適切な連携を行うためのフレームワークを提案

した。本方式の基本は、ユーザのプロファイル情報を用

いることであり、このデータには、一般的で明確なデー

タと、行動履歴を利用することにより取得できるデータ

があり、後者により、ユーザのプリファレンスに応じた

連携が可能となる。 
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